
日時：令和 7 年 4 月 19 日(土)13:30～16:30 

場所：山形ビッグウイング 4 階 会議室 402 

(山形市平久保 100 番地/Tel 023-635-3100) 

担当部会：鉄骨部会 

 

○例会 

1.能登地震の被害状況とその分析 

 

講師：東北大学大学院 工学研究科 都市・建築学専攻 教授 木村祥裕 先生 

https://www.archi.tohoku.ac.jp/labs-pages/kozo/kimura/message1.html 

 

今回は特別企画として、東北大学大学院の木村祥裕先生をお招きし、「能登地震の被害状況

とその分析」をテーマにご講演いただきました。 

 

大変貴重な機会となりましたので、山形構造設計研究会の会員に加え、山形県建築士会、山

形県建築士事務所協会、山形県鉄構工業組合、日本建築家協会(JIA)、日本建築構造技術者

協会(JSCA)東北支部の皆様にもご参加いただきました。 

 

この場をお借りして、⾧時間に渡り貴重なご講演をいただきました木村先生に改めて御礼

申し上げます。 

 

参加者：会場 30 名(会員 17 名、他団体 13 名)、オンライン 10 名 計 40 名 

 

2.フリートーク 

・2 階建て木造住宅の基礎配筋フックについて 

 

○懇親会 

会場：料亭 亀松閣 17:30～ 

参加者：8 名 

 

講演会終了後は、料亭 亀松閣にて、木村先生を囲んで懇親会を行いました。 

 

 



 

第 240 回 例会テーマ 

 

 



 
東北大学大学院 工学研究科 都市・建築学専攻 

教授 木村祥裕 先生 

 
担当：齋藤 英二 氏 



 
丹羽 邦広 会⾧ 

 

 
会場風景 

 


